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３
月
23
日
、
山
梨
県
立
大
学
池
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
１

回
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー「
認
知
症
カ

フ
ェ
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
い
て
、
当

院
院
長
・
川
﨑
洋
介
が
「
認
知
症
と

い
う
病
と
認
知
症
カ
フ
ェ
へ
の
期

待
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、認
知
症
を
単
な
る
「
記

憶
の
病
気
」
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、「
そ
の
人
が
ど
う
生
き
る
か
」

と
い
う
視
点
の
重
要
性
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
認
知
症
は
記
憶
力
の
低
下

だ
け
で
な
く
、「
自
分
ら
し
さ
が
失

わ
れ
る
の
で
は
」
と
い
う
不
安
や
恐

怖
を
伴
う
、
尊
厳
に
関
わ
る
病
で
も

あ
り
ま
す
。
感
覚
か
ら
認
識
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
の
ど
こ
か
に
障
害
が
生
じ

る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
に

感
じ
て
い
る
世
界
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
―
―
そ
の
理
解
が
、
認
知
症
の
方

の
世
界
に
寄
り
添
う
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
研
究
で
は
、
認
知

症
の
危
険
因
子
の
約
45
％
が
生
活
習

慣
の
改
善
な
ど
で
修
正
可
能
と
さ

れ
、
特
に
「
難
聴
」
へ
の
対
応
が
予

防
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
補
聴
器
の
活
用
や
運

動
、
食
生
活
の
見
直
し
な
ど
、
日
々

の
積
み
重
ね
が
認
知
機
能
を
守
る
力

に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研

究
を
引
用
し
、「
良
い
人
間
関
係
」
が

幸
福
感
だ
け
で
な
く
健
康
や
認
知
機

能
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、

ま
さ
に
そ
の
「
つ
な
が
り
」
を
生
み

出
す
場
で
す
。
認
知
症
の
人
も
家
族

も
地
域
の
人
も
、
立
場
を
越
え
て
交

流
で
き
、「
理
解
さ
れ
る
」「
受
け
入

れ
ら
れ
る
」
経
験
が
自
然
と
生
ま
れ

ま
す
。

　

講
演
後
に
は
模
擬
認
知
症
カ
フ
ェ

が
開
か
れ
、
参
加
者
同
士
が
和
や
か

に
語
り
合
い
ま
し
た
。
認
知
症
予
防

へ
の
関
心
も
高
く
、
多
く
の
方
が
積

極
的
に
質
問
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
そ
の
人
ら
し

く
生
き
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に

向
け
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理

解
と
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
26
日
、
峡
西
病
院
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
研
修
会
に
、
一
般
社
団
法
人
ヒ
ト

ナ
リ
代
表
理
事
・
上
田
潤
さ
ん
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「
と
も
に
生
き
て
い
く
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
富

士
吉
田
市
を
拠
点
に
、
多
世
代
交
流
や
不
登

校
支
援
、
高
齢
者
支
援
な
ど
幅
広
い
活
動
を

展
開
す
る
上
田
さ
ん
の
実
践
に
は
、
地
域
共

生
社
会
を
考
え
る
う
え
で
多
く
の
ヒ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

　
上
田
さ
ん
は
活
動
当
初
、
高
齢
者
の
孤
立

防
止
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
活
動
を
続
け
る
中
で
、

現
代
社
会
に
は
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
る

多
様
な
人
々
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た

と
い
い
ま
す
。
不
登
校
の
子
ど
も
と
家
族
、

働
き
た
い
の
に
う
ま
く
い
か
な
い
若
者
、
ア

パ
ー
ト
を
借
り
る
だ
け
で
も
困
難
に
直
面
す

る
L
G
B
T
Q
の
カ
ッ
プ
ル
な
ど
、
年
齢
や

立
場
を
問
わ
ず
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
と

出
会
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
経
験
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
を
開
設
。「
人
と
か
か
わ
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」「
家
と
学
校
以

外
の
世
界
を
体
験
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
主

体
性
を
育
む
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り

も
子
ど
も
た
ち
が
主
役
で
す
。
上
田
さ
ん
は
、

5
W
1
H
に
あ
た
る
基
本
情
報
と
予
算
だ
け

を
提
示
し
、
内
容
は
子
ど
も
た
ち
自
身
に
考

え
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

予
算
で
ど
う
工
夫
す
る
か
、
利
益
が
出
た
ら

ど
う
活
か
す
か
―
―
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
自
然
と「
考
え
る
力
」

が
育
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

実
際
に
開
催
さ
れ
た
ス
マ
ブ
ラ
大
会
で

は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
だ
け
で
な

く
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
、
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
出
会
っ
た
子
ど
も

同
士
が
友
達
に
な
っ
て
い
く
姿
は
、
ま
さ
に

「
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ
る
瞬
間
で
し
た
。

　
上
田
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、
支
援
を
「
何

か
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
」
で
は
な
く
、「
関

係
性
を
築
く
こ
と
」
と
捉
え
直
す
実
践
そ
の

も
の
で
す
。
地
域
の
誰
も
が
主
語
と
な
り
、

で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
共
生
社

会
の
種
は
育
っ
て
い
く
。
そ
の
確
か
な
手
応

え
を
感
じ
さ
せ
る
講
演
で
し
た
。

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

認
知
症
と
い
う
病
と

認
知
症
カ
フ
ェ
へ
の
期
待

上
田
潤
さ
ん
講
演

「
と
も
に
生
き
て
い
く
」

一般社団法人ヒトナリ
代表理事

上田　潤さん
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ト
を
設
置
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
心
理

社
会
的
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
参
加
者
の

方
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
来
待
合
室
や
き
が
る
館
、
ア

ル
プ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

法
人
外
で
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
韮
崎

市
、
甲
斐
市
、
北
杜
市
の
計
画
相
談
連
絡

会
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
と
リ
ハ
ビ
リ

活
動
内
容
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
就
業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

◎
急
性
期
病
棟
：
見
学
・
体
験
者
７
名
、

利
用
開
始
者
５
名

◎
診
療
グ
ル
ー
プ
か
ら
：
紹
介
者
７
名
、

利
用
開
始
者
１
名

◎
関
係
機
関
か
ら
：
相
談
見
学
・
体
験

４
名
、
利
用
開
始
者
１
名

◎
外
来
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
来
て

く
れ
た
方
１
名

　

配
布
先
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
補
充
、

声
掛
け
を
適
宜
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
法
人
外
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

就
労
事
業
所
連
絡
会
に
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。
院
内
の
新
規
獲
得
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞

も
い
た
だ
き
、
じ
わ
じ
わ
と
効
果
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
法
人
内
外
に
周

知
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

新
規
利
用
者
の
獲
得
を
目
指
す
。　

　

令
和
６
年
度
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
の
事
業
計
画
は
、「
利
用

者
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
リ
カ
バ
リ
ー
を
促
進
し

て
い
く
た
め
に
、
利
用
者
に
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
納
得
が
得
ら
れ
る
外
来
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
者
と
職
員
で
協
働

し
て
行
う
。
又
、
リ
ハ
ビ
リ
活
動
の
内
容

を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
企
業
や
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
る
」
で
し
た
。
そ
こ
で

上
記
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
多
く
の

方
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
法
人

内
外
に
配
布
し
、
新
規
利
用
者
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
利
用

者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
移

行
等
に
て
生
活
充
実
型
グ
ル
ー
プ
利
用
者

が
近
年
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
高
齢
者
の
方
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
の

か
？
情
報
収
集
の
た
め
に
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
活
充
実
型
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
な
く
、

目
標
志
向
型
グ
ル
ー
プ
や
復
職
準
備
型
グ

ル
ー
プ
の
新
規
利
用
者
獲
得
に
向
け
、
ど

の
よ
う
な
場
所
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
か
話
し
合
い
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
法
人
内
外
へ
の
広
報
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

　

今
ま
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
復

職
準
備
型
グ
ル
ー
プ
の
み
だ
っ
た
た
め
、

生
活
充
実
型
グ
ル
ー
プ
と
目
標
志
向
型
グ

ル
ー
プ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
を
ど
う
す
る
か
？ 

各
グ

ル
ー
プ
の
特
徴
が
ど
う
す
れ
ば
伝
わ
る

か
？ 

話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

【
生
活
充
実
型
グ
ル
ー
プ
】

　

年
齢
層
の
幅
が
広
く
、
健
康
維
持
の
た

め
、
ま
た
、
余
暇
活
動
充
実
の
た
め
生
活

の
一
部
と
し
て
利
用
す
る
方
向
け
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
、
字
を
大
き
く
、
写
真
を

多
く
使
用
。
体
力
と
い
う
根
や
幹
、
希
望

や
自
分
ら
し
さ
を
実
り
と
し
た
木
の
イ
ラ

ス
ト
を
用
い
る
こ
と
で
健
康
の
土
台
づ
く

り
と
明
る
く
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に

出
し
ま
し
た
。

【
目
標
志
向
型
グ
ル
ー
プ
】

　

就
職
、
社
会
貢
献
等
、
自
分
の
目
標
を

叶
え
卒
業
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
水
色
を
主
と
し
、
爽

や
か
さ
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
の
様
子
が
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
写
真
を
多
く
使
用
し

ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
対
象
者
を
明
確
に

記
し
、
学
び
と
楽
し
み
の
メ
リ
ハ
リ
を
表

現
す
る
こ
と
を
工
夫
し
ま
し
た
。

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
法
人
内
外
に
配
布
、

周
知

　

法
人
内
で
は
、
急
性
期
病
棟
担
当
精
神

保
健
福
祉
士
や
作
業
療
法
士
に
相
談
し
、

急
性
期
病
棟
開
放
エ
リ
ア
に
パ
ン
フ
レ
ッ

令
和
６
年
度　
幸 

せ 

発 

表 

会 
令
和
６
年
度　
幸 

せ 

発 

表 

会 
◇ 

努
力
賞 
◇

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
Ｇ

櫻
井
　
千
恵

森
澤
　
千
恵

目

標

今
後
に
つ
い
て

具
体
策

背

景

結

果

動

機



月刊　お あ し す 2026年５月 5 日発行 （ 4 ）

　 興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで
　 気軽にご相談ください。　☎055－282－2151

＊ホームページをぜひ、ご覧ください。 

峡西病院　リハビリのご案内 検索

　リハビリテーションセンター 生活充実型グ
ループのプログラムの一環でいちご狩りに行っ
てきました。いちご狩りを初めて経験する方、
また、いちご狩りが20～30年ぶりという方も
おり、少しの緊張とワクワク感でいちご園に向
かいました。ハウスに入れていただくと真っ赤
ないちごがたくさん実っており目移りしてしま
いました。（欲張りなスタッフは中腰になりな
がらとにかく大きないちごを見つけようと頑張
りました！）30分間めいっぱい味わい、大満足
でした。また一つ素敵な思い出ができました。

【
活
動
曜
日
】
第
１
、 

２
、 

３
金
曜
日　
生
活
充
実
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
活
動
内
容
】

　

今
回
ご
紹
介
す
る
活
動
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

る
行
事
を
計
画
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
の
企
画
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
て
い
る
利
用
者
と
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
話
し
合
い
を
重

ね
て
決
め
て
い
き
ま
す
。
最
初
は
「
北
島
三
郎
さ
ん
に
歌
い
に
来
て
も
ら
え
な
い

か
」「
吉
永
小
百
合
さ
ん
の
お
話
を
直
接
会
っ
て
聴
き
た
い
…
」
と
い
っ
た
夢
広
が

る
ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
レ
ミ
オ
ロ
メ
ン
さ
ん
な
ら
県
内
出
身
の
よ

し
み
で
来
て
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
の
意
見
に
、「
大
き
な
予
算
が
か
か
る

か
ら
無
理
だ
よ
」「
い
や
、
呼
び
た
い
と
思
う
情
熱
的
な
理
由
が
必
要
だ
」
と
い
っ

た
言
葉
も
飛
び
交
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
は
、
行
事
に
参
加
さ
れ
る
方

に
楽
し
く
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
共
通
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
来
て
い
た
だ
け
そ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
な
が
り
の
あ
る
方
は
、

リ
ハ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
知
ら
せ
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

プログラム紹介
　
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
行
事
企
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

３
月
19
日（
木
）
Ｏ
Ｔ
室
に
て
病
院
イ
ベ
ン
ト

「
私
の
で
き
る
こ
と
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
病
棟
の
患
者
様
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
利
用
者
様
、
老
健
、
職
員
か
ら
多
く

の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
作
成

さ
れ
た
作
品
と
し
て
「
書
道
」「
塗
り
絵
」「
貼

り
絵
」「
絵
画
」「
手
芸
」な
ど
出
品
者
１
１
３
名
、

79
作
品
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
病
棟
ご
と
に
来
室
し
展
示
さ
れ
て
い

る
作
品
を
近
く
で
見
た
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
座
り

飲
み
物
や
ゼ
リ
ー
を
食
べ
な
が
ら
眺
め
て
い
ま

し
た
。
専
用
の
用
紙
に
気
に
入
っ
た
作
品
の
感

想
を
書
い
た
り
「
い
い
ね
」
シ
ー
ル
を
貼
る
な

ど
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
で
き
る
こ
と
展
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

外出レクリエーションで、妙了寺へ桜を見に出かけました。境内には満開の桜が広
がっていて、とても綺麗でした！「わぁ、綺麗だね」「本当に満開だ」といった声も聞
かれ、風に舞う花びらを眺めながら、春の訪れをゆったりと楽しんでいただけた様子
でした。穏やかな陽気の中、心がほっと和むひとときを過ごすことができました☆

園芸グループでは、中庭の畑にじゃがいもの植え付けを行いました★ 種芋を一つひと
つ丁寧に切って植えていきました(^^♪「たくさんできるかな」「収穫が楽しみだね☆」
と会話も弾み、和やかな雰囲気の中で作業が進みました。これから芽が出て大きく育ち、
たくさんのじゃがいもが実ることを楽しみに見守っていきたいと思います＼(^o^)／

敷地内の河津桜からバトンを受け巨木の桜が芽吹きました♪ 山梨県は全国でも２番
目の開花であり、日々暖かな気候に桜も人もウキウキし始めました(^o^) 穏やかな
午後皆でちょっと外に出てお花見を楽しみ、頬にあたる気持ちの良い風に思わずニッ
コリ笑顔が溢れていました(*^▽^*)
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今回は、Ｔさんにおすすめの本を
聞きました！

本の題名：プロジェクト・ヘイル・メアリー
（作者：アンディ・ウィアー／訳：小野田和子／出版社：早川書房／出版年：2021年）

●読んだきっかけは？
　今映画になっているので原作を読んでみた。

●おすすめのポイントは？
　上下巻ともになかなか厚みがあったので読みきれるか不安に思いながら手に取った。科学的
な用語は難しかったが、記憶を失った主人公が自身の状況を把握していく部分がミステリの
要素もあり、SF慣れしていない私でも読みやすい内容だった。
　映画はまだ見ていないが、原作をどのように演出しているのかとても気になる。映画も評判
が良さそうなので、映画からでも小説からでもぜひトライしてみてほしい。

「患者と医療者のパートナーシップ」指針
■基本方針
当院は最適な医療を提供すると同時に、患者様やご家族の医療や療養に対する希望・自己決定権を尊重して、患者・
医療者のパートナーシップを大切にします。

■具体的対応と要望を反映するしくみ
・入院時診療計画を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（医局・看護部）
・月ごとの総合診療計画実施書を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（作業療法室）
・カンファレンスへの家族参加の呼びかけ。
・在宅に向けた医療スタッフの訪問と療養環境整備目的の相談を受ける。（訪問看護室）
・ソーシャル・スキル向上目的の訓練計画の立案へ、患者・家族の参加の呼びかけ。（臨床心理室・デイケア室）
・アンケート調査を通じて、要望事項の確認と対応の公開をする。（事務部）
・「ご意見箱」により病院管理者へ意見が届き、対応内容を院内に公開する。（接遇委員会）
・「家族教室」を定期的に開催し、必要な情報の提供と相談に応じる。（医療相談室）

■患者‐医療者のパートナーシップを継続的検討
・指摘された問題や要望については、定期的な検討を行なっています。
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私
に
は
、
中
学
１
年
生
に
な
っ
た
息

子
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
趣
味
が
あ

り
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
す
。
小
学

４
年
生
く
ら
い
か
ら
興
味
を
持
ち
だ

し
、
最
近
で
は
週
末
た
ま
に
で
す
が
、

体
育
館
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
ー
ト
に
入
れ
ば
親
子
と
い
う
関
係

を
超
え
て
、
ひ
と
り
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

し
て
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
に

な
り
、
体
つ
き
も
し
っ
か
り
し
て
き
た

息
子
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
以
前
よ
り
も
格

段
に
速
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
素
早

い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
シ
ャ
ト
ル
を
追
い

か
け
る
姿
に
、
私
は
日
々
そ
の
成
長
を

肌
で
感
じ
、
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
コ
ー
ト
の
上
で
共
に
汗
を
流

し
な
が
ら
、
息
子
の
背
中
を
追
い
か
け

て
い
き
た
い
で
す
。
シ
ャ
ト
ル
が
舞
う

時
間
は
、
私
た
ち
を
つ
な
ぐ
大
切
で
幸

せ
な
ひ
と
時
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
サ
ウ
ナ
に
行
っ
て
デ
ト
ッ
ク
ス
し
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
入
職
し
て
１
か
月
ほ
ど
の
頃
、
先
輩
に
誘

わ
れ
て
温
泉
へ
行
っ
た
体
験
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
熱
い
お

湯
が
苦
手
な
私
は
、
サ
ウ
ナ
の
強
烈
な
暑
さ
と
湿
度
に
驚

き
、「
な
ぜ
こ
ん
な
に
暑
い
場
所
に
入
る
の
だ
ろ
う
」
と
戸

惑
う
ば
か
り
。
汗
が
止
ま
ら
ず
息
苦
し
さ
を
感
じ
、
５
分
ほ

ど
で
限
界
に
。
続
く
水
風
呂
も
冷
た
す
ぎ
て
入
れ
ず
に
い
ま

し
た
が
、
先
輩
に
励
ま
さ
れ
、
気
合
い
を
入
れ
て
よ
う
や
く

浸
か
っ
た
も
の
の
、
身
体
が
急
激
に
冷
え
て
す
ぐ
に
出
た
く

な
る
ほ
ど
で
、
初
め
て
の
サ
ウ
ナ
は
良
い
印
象
と
は
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
月
日
が
経
つ
う
ち
に
、
友
人
と
温
泉
へ
行
く

機
会
が
増
え
、
少
し
ず
つ
サ
ウ
ナ
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。

汗
を
し
っ
か
り
か
き
、
水
風
呂
で
身
体
を
冷
や
す
と
体
が
軽

く
な
る
よ
う
な
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は

２
～
３
セ
ッ
ト
繰
り
返
す
の
が
定
番
に
。
疲
れ
が
抜
け
、
夜

も
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ウ
ナ
を
続
け
る
う
ち
に
日
常
で
も
体
重
計
に
乗
る
習
慣

が
つ
き
、
体
重
維
持
や
健
康
へ
の
意
識
も
高
ま
り
ま
し
た
。

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
自
分
な
り
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
と

し
て
、
心
身
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
２
月
28
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル

と
米
国
が
イ
ラ
ン
に
対
し
軍
事
攻
撃
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
連
日
動
向
が
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
見
遠
い
国
の
話
の

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
戦
争
の
影

響
は
私
た
ち
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
物
価
は
著
し
く
上
昇
し
、

山
梨
県
で
も
ガ
ソ
リ
ン
が
以
前
に
比
べ
30

円
程
高
騰
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
の
余
波
は
医
療
現
場
に
も
現
れ
て

き
て
い
ま
す
。
石
油
な
ど
の
資
源
が
供
給

で
き
な
い
こ
と
で
、
医
療
器
材
の
製
造
や

輸
送
に
影
響
が
出
て
い
る
の
で
す
。
特
殊

な
医
療
機
材
だ
け
で
な
く
日
常
的
に
使
用

す
る
マ
ス
ク
や
手
袋
な
ど
が
不
足
し
て
し

ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
戦
争
が
本
格
化

す
れ
ば
、
日
本
も
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、

医
療
現
場
は
さ
ら
に
困
窮
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　
「
必
要
な
時
に
必
要
な
も
の
が
あ
る
」

と
い
う
当
た
り
前
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
も
、
患
者
さ

ん
に
必
要
な
医
療
を
確
実
に
届
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
１
つ
の

物
品
を
大
切
に
扱
う
こ
と
、
チ
ー
ム
で
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
す
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。
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次回466号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

5月

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

夕
焼
や
写
真
に
の
こ
る
本
を
読
み	

今
福
　
和
人

出し
ゅ
っ
せ
き
席
の
五さ
つ
き月
晴ば

れ
に
て
お
だ
や
か
に

	

大
森
眞
知
子

衣
替
え
父
の
ゆ
か
た
に
思
い
か
せ	

カ
ナ
メ

牡
丹
花
は
み
ご
と
に
咲
い
て
雨
を
待
つ

	

保
坂
五
十
鈴

春
過
ぎ
し
屋
根
よ
り
高
い
こ
い
の
ぼ
り

	

渡
辺
　
あ
き

季
節
に
合
わ
せ
て
手
を
つ
な
ご
う	

渡
辺
奈
美
子

「おあしす」に
関するアンケートに
ご協力をお願いします

いつも「おあしす」を
ご愛読いただきありが
とうございます。
より良い広報誌を目指
していくために、アン
ケートにご協力をお願
いします。

■下記ＱＲコードから
アンケートへの回答を
お願いします。

広報委員会

12日　行動制限最小化委員会

13日　診療会議

15日　院内研修
　　　「アンガーマネジメント」

實
相
寺
の
山
高
神
代
桜
が

満
開
に
咲
き
誇
り
、

心
ま
で
華
や
ぐ
景
色
で
し
た
。


